
  

６日（金）に待
ちに待ったプー
ル開きが行われ

ました。学習委員会が進行を務め、はじめの言
葉、めあて発表、おわりの言葉などの役割を分
担しながら、上手に進めることができました。 

校長からは、３つのことを話しました。 
１つ目は、「感謝」を忘れないこと。保護者

をはじめ、たくさんの方々の協力があって、

プール開きができている
こと。 
２つ目は、「具体的な

目標を持つ」こと。去年
より少し高い目標を決
め、目標を達成するため

に何をどうしたらよいか具体的に考えて、水
泳学習に取り組むこと。  
３つ目は、「自分の命は自分で守る」こと。

決まりや約束は、自分たちの命を守るために
あり、水の事故は、命を失うことに直結する

ことも話しました。 
めあて発表では、４

年の青山結人さんは
「25 メートルをクロー

ルで泳ぎたい」５年の
今泉一途さんが、「50メ
ートルを一生君とすいすい泳ぎたい。平泳ぎも

泳げるようになりたい」６年の橋本涼平さんは
「クロールで 25 メートルを泳ぎたい」とめあ
てを述べました。 
青木先生の諸注意の後、いよいよ入水です。

プールの水は、数日前に満水になっていました
が、「冷たい！」と言いながらも嬉しそうに入水
していました。入水した後は、基本の泳ぎの確
認です。青木先生の指示のもと、ふし浮きやバ

タ足、クロールを行いました。その後は、お楽

しみの自由泳ぎです。みんなで追いかけっこし
たりもぐったりしながら水に慣れ親しみまし
た。その姿には、これからの水泳学習を楽しみ
にしている様子がうかがえました。 

１０日（火）には、
郡山税務署より２
名の税務事務官の

方においでいただき租税
教室を行いました。お二
人は、宮城県と山形県の
ご出身で、税務事務官に
なって２年目と３年目、
郡山が初めての赴任地と

いうことでした。郡山の印象をお聞きしたとこ
ろ大変住みやすい街ということでした。租税教

室は、大久保さんが中心になって進められ、税

金に関するクイズや税金の使われ方などにつ
いてわかりやすく説明してくださいました。税
に関するアニメ動画もあったので、子どもたち

は、税金の大切さを理解したようでした。 
次に１億円のレプリカを

持ってきていただいたの

で、全員が持たせていただ
きました。１億円を受け渡
すときにその重さを実感
したらしく、「重い」と口々
に話していました。子どもたちには、自分の就
きたい職業に就いて、自分の力が発揮できる仕
事に就けるよう小学校から力を蓄えさせたい
と考えています。ご家庭でもお子さんが将来ど

んなことをしたいか、どんな仕事に就きたいか
などを話題にしていただければ幸いです。 

９日(月)に宮城中学校区学校運営協議会が

開かれました。各校の校長より今年度の経営方
針の説明や、情報交換なども行われました。 

委員からは、中学校の部活動の現状につい
て、少人数を生かした教育活動の推進につい
て、学校経営の方針を伝える場の確保について
などの質問やご意見をいただきました。  
なお、１１名の委員のうち、北高倉町内会長

の宗像保介さん、海老根町内会長の熊田優さ
ん、宮城小 P会長の伊藤直幸

さん、本校 PTA会長の國分美
津子さん、宮城中 P会長の宗
像和則さんの５名の方が今年
度新たに委員に委嘱されまし
た。よろしくお願いします。 
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